












The Nominal Sentence Terminating with a Noun which 
Expresses Kinetic State, and its Topic




    In this paper, the author discusses the Japanese nominal sentence that ends with 
a verbal noun. The verbal noun (or gerund) which expresses action, performance, 
event, etc., is, in this paper, renamed "kinetic noun" by the author because it can 
be observed that it behaves with the linking auxiliary da, not only as a regular 
nominal predicate but also as a verb-like predicate. The problem of this newly 
proposed type of noun sentence has not been discussed in other research thus far. 
The nominal sentence discussed in this paper is as follows: the underlined part 
equals the kinetic noun with da in the Japanese sentence.
    Eki wa sono kado o sasetsu da.
    (lit. The station is a left turn at the corner.)
    You can go to the station if you turn to the left at the corner.
The evidence that this type of noun with da behaves, the author considers, as a 
verb-like predicate will be shown. For example, it can be preceded by and 
modified by an adverbial element which can not modify a regular noun with da, as 
an adverbial element must basically modify a verb predicate. Next, the difference 
between regular and kinetic noun sentences are investigated by the author. For 
example, while a regular noun sentence expresses a past event, a kinetic noun 
sentence may express a future event as a plan or schedule, depending on the type 
of adverbial element. Also, the cause for the occurrence of this difference will be 
150 言 語 と 文 化
explained by the the essential nature of wa, drawing from the author's previous 
research.



























一般には A・B 間，或いはさらには C との論理的（文内移動）関係を，つまり，A は B



















言い方をしている。A と B の関係など，ややこしく考えないで，簡単に結びつける
のがふつうである。（p.97）
　稿者は，A と B との間には論理的格関係がなくともよいような，話者の脳内で主題に
リンクされるあらゆる情報の中から，話者が最も言いたいもの（B）を抽出して，ただ結
びつけるだけだという理論を展開したが（谷守 2006，2014，2017），林 (2013) の「日常の
言語生活では…A と B の関係など，ややこしく考えないで，簡単に結びつけるのがふつ















  東京ハ日本ノ首都デアル  私ハ幹事デス
　　指定－有格－第二準詞文
  君ノ帽子ハドレデス？  幹事ハ私デス
　　端折リ－第三準詞文
  姉サンハドコダ？  姉サンハ台所デス



























して，それぞれ，「A で指示される対象に B で表示する属性を帰す文」，「A の記述を満た
153動的事態を表す名詞で締める名詞文とその主題





































































　(7) a. 太郎はまもなく大学生だ。（[ 太郎は [[ まもなく ]+[ 大学生だ ]]]）
 b. ＊太郎は六甲大学で学生だ。
 c.   太郎は六甲大学で研修だ。（太郎は研修することになっている）





























関係についても，日常の言語生活では「A は B だ」における A と B の関係などややこし
く考えないで，簡単に結びつけるのがふつうだとする林 (2013) の言説と基本的には同様
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　さらに，次を見られたい。「急に」はここで言う「連用的成分」とみなし得る。
　(18) a.   これは急の予定だ。
 b. ＊これは急に予定だ。（＊は非文であることを示す。以下同様）



































　(23) a.   これは最新データによる分析だ。
 b. ＊これは最新データにより分析だ。
　(24) a.   その結論は思考実験による考察だ。
 b. ＊その結論は思考実験により考察だ。
　(23)-(24) は「分析」や「考察」には連体修飾句のみが前接できることを示すことから，



















































的事態に係る動的様態を表し，(27a) と (28a) のような動的名詞文を成立させるものである


















　(29) a.   新幹線はまもなく東京駅に到着だ。
 b. ＊新幹線はまもなく東京駅への到着だ。（「にの」は言えず「への」となるため）
　(30) a.   仕事の後は，ゆっくり休憩だ。
 b. ＊仕事の後は，ゆっくりの休憩だ。
　(31) a.   試合は，悪天候により中止だ。
 b. ＊試合は，悪天候による中止だ。
　(32) a.   朝はゆっくり散歩だ。
 b. ＊朝はゆっくりした散歩だ。




















　(34)   駅は次の角を左折だ。（=(1),(5),(11)）
　(35)   駅は次の角を左折すると行ける。
　(36) ＊駅は次の角の左折だ。
　(37)   駅は次の角の左だ。
　(34) の場合，経過点を表示する「を」が「左折」に前接するために，「次の角を」は動
的名詞「左折」に係る連用的成分として文法的に機能できるとみてよいが，これが動詞文


















　(34) と (37) における文末名詞と前接する成分とが，構文上どのように異なるかを示す。
　(38)  駅は [[[ 次の角を ] ＋左折 ]] だ。(=(34))
　(39)  駅は [[ 次の角 ] ＋の＋ [ 左 ]] だ。(=(37))
　(39) では文末名詞が，[[ 次の角 ] ＋の＋ [ 左 ]」] という純然たる2つの名詞で成る句が，
主題の < 属性 > として文末に据えられていることを表すのに対して，(38) では，[[[ 次の
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のようには揃えられ整えられて備わるわけではないということである。
　(46) a. ＊後半戦では，監督がフォワードを交代だ。

























































































































　(74) a. 後半戦では，フォワードを交代だ。（＝ (44)）（交代しよう）
 b. 後半戦では，フォワードの交代だ。（交代が決まっている；交代が必要だ）
　(75) a. 次の製品では，斬新なデザインに改良だ。（＝ (45)）（改良しよう）
 b. 次の製品では，斬新なデザインの改良だ。（改良が必要だと判断されている）
　(74a) と (75a) では，主題にくるものはヲ格やニ格で表示される対象を表す連用的成分を















　(57)-(60) と (62)-(71) の各 a・b についても，そのニュアンスを示したように，概ね上に
見たような異なりが認められよう。(60a) や (65a) では発話時以後の予定といったものでは
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ないが，眼前の動的・流動的な状況の描写が生々しく感じられ，発話時以後も引き続き動
的・流動的事態として残存する気配・雰囲気のようなものを感じさせる意味では発話時以





　(77) a.   庁舎は2020年に建設だ。（予定として建設することになっている）
 b. ＊庁舎は1956年に建設だ。







　(78) a. ? 庁舎は2020年に建築だ。
 b. ＊庁舎は1956年に建築だ。






































を据える動的名詞文ということになる。前述したが，林 (2013) が名詞文（「A は B だ」）
について言うように，日常の言語生活では，明らかに主述関係でないものからどうともと
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